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東京書籍 3年 子日， i君子和市不同，小人間而不和。J(子路)
一一一一一一一一一一一ー一一一一一 一 一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一ー一一一一 一一一一一ー一 一
子El，i:i呂町不改，是謂過失。J(衛霊公)
ーーー一一ーー一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一ー一一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一
子貢問日， i有一言部可以終身行之者子。j子日， i其恕乎。己所不欲，勿施於人也」。
(衛霊公)
学校図書 2年 子臼， i吾十有五市志子学。二十市立。匹i卜部不惑。五十市立:rJ天命。六十市耳JI夏。七
十部従心所欲，不総矩。J(為政)
一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ー一一一一一一一一一一一一一
子臼， i学部不思別問。 忠商不学員Ij殆。J(為政)





三省堂 3年 子l三1，I学Wljl寺習之，不亦説乎。有Jj)JI~l 遠方来，不亦楽乎。人不知 i-m 不白11Nt，不亦君子
子。J(学的Ij)※ fr1J経jの文章などと併せて「中1の古典の言葉Jとして掲載。
教育!UH反 3 ijミ 学1(1]1#沼之，不亦説子。有J白遠方来，不亦楽乎。人不生1(1)不1ι 不亦君子子。(学
fuJ ) 




光村I}zlf立 3 :¥j=- ヲ日|河j時習之川説子。右Jl山方来不服乎o 人不知市川不崎君子|
乎子。l三Jl ，(学~2j7Jj文)而全日新， IIT~)、為 nìli 失。 J (為政)
一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一
子i三1，I学17]不忠則問。忠T(i]不学員Ij始。J(為政)






































































学省， 2008， p.76) とされたことが挙げられる。さらには， PISA調査を受けて作成された「読解
力向上プログラムjに「テキストを読んで理解することによって得られた知識等について，実生
活や行動と関連付けて書くカを高めるとともに，他方で書いたものをさらに深めることを通じて






































































































:m.;:~ごヨ】 選択者 割合 学校 学校外 見開あり 見開なし
① 10 6.2% 4 5 
② 34 21.0% 20 5 5 4 
③ 25 15.4% 16 8 4 2 
④ 19 11.7% 15 4 l 
① 50 30.9% 27 13 7 7 
@ 10 6.2% 3 4 2 
① 8 4.9% 。r 2 。
③ 6 3.7% 5 。 1 。
























① -定期考査などのテストでよい結果を出せなかった経験(10/27編) 〈資料 d)
-友人とのケンカと仲重りした経験 (7/27編)
(4)物語型・学校外では，家族とのやりとりをもとに書いている者が最も多く(10/37編) {資


























( 1 ) 表 lならびに表 2で取りあげた各社の平成24年度版(現行)・平成18年度)坂田語教科書の
著作者・検定済年・書名は以下の通り。なお，教科書は，文部科学省「中学校教科書呂録j
の掲載)1真に並べている。
U:'I版社 著作者 検定済年 書名
n了、;itT主b主守M将f 現行 ニ角洋一，イIli幸秀夫ほか 平成23年 新しい [~I語 3
一一一一一一一一一一一 一一一一一一ー一一一一一} 一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一
18年 三fiJ洋一，相浮秀夫ほか 平成17年 新編新しい国語3




ー一一一一一一一一一一一一一一ー一一 一一一一一ー一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一 目
野地iWJ家，安問章太郎ほか 中学校国語2
三省堂 金1413!王Hi2一~t$春長彦ほか， 長谷川孝士ほか 平}或23年 中学生の国語三年一一 一一一一一一一一一
司王JlX:17年 現代の国語 3
教育出版 現行 )JljHi )苛 4ほか 平成23年 伝え合う言葉 中学i翠詰3
一一一一 一一一一一一 一 一一一ー一一一一一一一一一 一一一一一一一一一 一
18年 木 jごJIn二， )JIJi羽詰ーほか 司LJlX:17ij三 伝え合う言葉 1:1学国語3
光村I;.?l書 現行 tl1~島忠夫，宮地裕，渡辺実ほか 平成2YrJ三 [~語 3
118i~:=' - 一一一一一一一ー一一一一ー一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一t'i!~ ，1話忠夫，宮地裕，渡辺実ほか 平成17{jミ I~I語 3
(2 ) 古典教材と「交流Jの関わりについては 甲斐雄一郎 (2012) に詳しい。









( 5 ) 本校では学校図書の教科書を用いており，生徒は f論語jについて 2年生で学んでいるの
で， r論語』という作l完の概要やそのいくつかの文章についての解説は簡単に行うにとどめ
た。














材としての f論語jについてJr新しい漢字漢文教育』第42号， pp.59-67 
甲斐雄一郎 (2012)I古典化への参加J筑波大学・北京師範大学留際シンポジウム「中自言語文
化の共有と交流j発表資料
文部科学省 (2005)読解力向上プログラム
http://www.mext.go.jp/a-menu/shotou/gakuryoku/siryo/05122201/014/005.htm 
一一一一 (2008)r中学校学習指導要領解説 国語編j東洋館出版社
渡辺雅子 (2004)r納得の構造一日米初等教育に見る思考表現のスタイルー』東洋館出版社
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{資料:生徒の書いたエッセイの例}
〈資料a>選択した論語=②(物語型・学校) 題=知るということ
わたしには知っていることがたくさんある。しかし，知らないこともたくさんある。むし
ろ，矢口らないことの方が知っていることよりはるかに多いに違いなし、。それを孔子は「自分
の知っていることは知っているとし 自分の知らないことは知らないとする。これが本当に
知るということだ。jと言っている。孔子は何が言いたかったのか。それが少しわかった気が
したのは，テスト勉強をしている時の自分を思し、出したからだった。
テスト勉強ではまず 英語なら教科書を書きとり，数学なら問題集を解く。!盟諸なら意味
調べをしたり，プリントを見なおし，理科社会ならノートをまとめ直してみる。この時必ず
間違いやわからない笛所が出てくる。多くの場合，訂正して繰り返し解き直したり友達や先
生に質問したり自分で調べたりする。しかし，めんどうだったり，時間がなかったり，ある
いは理解したものとしてそれをしなかったときはどうなるか。テスト当日，その問題は解け
ず後海することになる。たとえその問題が出題されなかったとしても，後の学習なとぐに大き
く関わってくると思う。
つまり， i知っていることは知っているとし，知らないことは素直に知らないと受けとめる
ことが本当に知るということである」と孔子は言っている。さらに私は， i知ることjの先に
は「理解することJがあって，物事を知って，理解して初めて自分のものになるんだと自分
なりに納得した。果たしてそれが正しい解釈であるかはわからないが，孔子は私に「知ると
いうことjを理解させてくれた。
〈資料b}選択した論語=③(物語型・学校) 題=恕
よく，小学校の1寺などに，先生が， i自分がされて嫌なことは，他人にするな」と言ってい
た。ただその言葉を開いただけだと それが思いやりというものだと患っていたが，それと
同時に，逆に自分がされても平気なことは他人にしてもいいと思っていた。
しかし，小学校の時にいじめというまではいかないものの，クラスでーもんちゃくあり，
その時に加害者側の人間が言った「自分はされても別に何とも思わないからやっていたJと
いう言葉がとても印象的で今でも覚えている。この時僕は自分の考え方が間違っていること
を知った。!一自分がされて嫌なことは 他人にするな」という言葉の本当の意味は，他人の気
持ちも考えて，結果その気持ちを自分に当てはめたらどう思うのかということだと分かった。
このように他人の気持ちを考えた上で「己の欲せざるところ，人に施すことなかれjとい
う行動が思いやりである「恕jにつながっている。この「恕Jというのはただの行動だけに
ついて言及しているだけでなく，行動の理由にまで言及していると思う。またこの文の意図
とはずれてしまうが，この「恕jはただ思いやるだけでなく行動の影響について， i思う」と
いうことも言っていると思う。
このように日々生活している中で健全な人間関係を築く上で，この文はとても役立ち，こ
36一
れを基本1=1コの基本として実生活でこれからも役立てていきたし、
〈資料c}選択した論語=④(物語型・学校) 題=反対派のおかげで生まれた調和
私達の学校では，秋に学芸発表会が行われる。簡単に言えば，日々の努力の成果を発表す
る場で，多くのお客さんが訪れる。各研究会や生徒会の展示，各クラスで演示の発表などが
ある。クラス団体の演示は，内容は自由，それに加えて参加するかしないかも自由である。
6月，私達のクラスで，クラスとして演示団体に参加するか否かの話し合いがもたれた。
多くの人は，参加に賛成だった。僕もそのうちの一人だ、った。 i3年生の僕らにとって最後の
学芸発表会だから。Jiみんなで一つの目標に向かつて頑張ることはいいことだ。」それが賛成
派の人達の意見であった。
その一方で，数名の人達が参加に反対していた。「みんな忙しいのに面倒くさい。Ji最初だ
けみんなやる気あって 後で誰かに責任を押しつけ合うような中途半端な状況になるくらい
だったら，やらない方がましだ。」そのようなことが，参加に反対する人達の意見であった。
この時賛成派の人達の間では「どうして協力的じゃないのか。Jと反対派の人達へ対する不
満が募札話し合いで，賛成派反対派の意見が激しくぶつかった。放課後約2時間にも及ぶ
討論となった。
結論からいうと，この話し合いの結果，クラスとして演示に参加することに決まった。で
もその時の雰囲気は，いつもないクラスの団結力が漂っていた。「ここまで色々話し合ったん
だから，頑張らなくちゃな。Ji反対派の人達にも納得してもらえるように，最後まで頑張ろ
う」そう多くの人は心の中で思っていた。
3ヶ月後，学芸発表会本番。みんなで準備を進めてきた発表。あるテレピ番組になぞられて
作った演示。なんと，あの時反対していた人達が，映像を編集するのを協力してくれていた
り，ステージ、上で、歌っていたり，発表の場を大きく盛り上げてくれていたのだ。もちろん賛
成派だった人も。発表自体は，大大成功とまではいかなかったかもしれないけど，クラスで
協力していいものをつくることができた。
話はとぶが， i論語jの中に，次のような言葉がある o
f子日。君子和市不向。小人間市不和。J
この言葉から，何にでも賛成することが，調和を生むわけではない，ということが伝わっ
てくる。もし小人のように，あの時僕ら全員が賛成派だったら，どうなっていただろうか。
調和は生まれず，妥協の産物となっていたのではないだろうか。
参加に何でもかんでも賛成しない，という人達が与ーえてくれた視点のおかげで，私達のク
ラスは参加する意義を，ふと立ち止まって考えることができたのだと思う。何にでも賛成し
ないことで，よりよいものが生み出され，結局それが調和へつながっていく，ということを
身を以て感じた D
自分の意見をきっちりもって，それが局りと対立するような事でも，実はそれは大切なこ
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となんだなあ，と強く感じた経験だった。これからの活動にもきっと生きてくると思う。
〈資料dy選択した論語=⑤(物語型・学校) 題=テストで感じた論語の教え
このI1J]，後期中間テストが学校で、行われました。そのテストのために 2週間ほど前から僕
は，テスト対策の勉強を始めました。 自分は特に数学が苦手なので何度も復習し，テスト本
番までしっかりと努力を重ねました。
しかし，結果はあまり良くなく，自分としても非常に残念でしたし，悔しくも思いました。
僕は， rなぜ¥こんな結果になってしまったのか」と考えました。練習が足りなかったのでは
ないか，とも考えましたが気づきました。
「自分はただ単純に問題をj砕いていただけで 関連えてもそれを気にせずに勉強を進めてい
た。それが悪くて こんな結果になってしまったのではないか」と。
これは f論語jに書いである考えにつながると思います。
「子日はく， r過ちて改めざる，是を過ちと謂ふ0.] とj
この文章の意味は， r過ちをしたことに気づいても改めない，これを本当の過ちというの
だJということです。
その通りだと思います。やっぱり人間は完全ではないので絶対に過ち・まちがしミがないな
んてことはありえません。しかしその過ちに気づいて改善しようとするところが人間であり
本当の姿なのではないかと思います。過ちに気づいても，見ないふり，見えないふりをして
現実から逃げてもそれは何にもつながらないと思います。だから本当の過ちというのはそう
いうことだと思います。
これからは自分の過ちに気づいたりすることがあったらしっかり，立ち止まり自分の胸で
受けとめて改めるようにしていきたいと思います。
〈資料ey選択した論語=⑤(物語型・学校外) 題=あたたかいポトフ
在、は，母とケンカした。
在、は，母と仲が良し=。しかし，その分ケンカする時はかなりお互い頑固になり，白熱した
ものとなってしまう。
土曜日の夜，私は母の趣味を少し茶化してしまった。私は アイドルなど興味がない。そ
こでつい，口にしてしまった。しかし，それが母にはかなりひびいたらしいorなぜ親を馬鹿
にするのだJと。
私は，反発した。[男鹿になんかしていないJと。そして，ますますエスカレートしてしま
い，私はますますいら立った。そこでとうとう口に出してしまう。「もうケンカなんか面倒く
さしづと。
これは言つてはいけないことを言ってしまった，と後悔した。しかし，それはもう遅かっ
た。母は， r私もあんたの洗濯干すのも，食事作るのも，何もかも面倒くさいjと私に言つ
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た。私はますますいらいらした。そこから，私は，自分の母親に対してとても偉そうな態度
で反抗した。
そして，母とケンカしてから翌日。「あんた，中学入って変わったね。前は，今より謙虚で
ケンカしでも親に対してiコごたえなんてしなかったわねjと母は言った。私はこの言葉に打
たれた。なぜなら，そのことは私が一番よくわかっているからだ。自分の心の中に，親に対
してこんな偉そうな態度をとってはいけないと思っている自分がいる。しかし，もう一人の
自分がいる。それは，親につい頑留になり偉そうになってしまう自分。この二つの気持ちが，
中学生の私の心の中で対立している。
そんな対立している今，論語の中の一つであるこの言葉と出会う。「過ちをしたことに気づ
いても改めない，これを本当の過ちというのだ」これこそ，今の私が犯している過ちだと思
つD
私は母に大変感謝している。お腹をすかせたらすぐお菓子を作ってくれ，在、がテスト前に
なると夜食に好物のポトフを作ってくれる。私はそんな母が大好きだ。だから，こんな素産
になれない自分を恥ずかしく思った。気づいている過ちを繰り返しでも，何も良いことはな
いと思う。
そんなことを学校帰りの道で考えていたら，気づいたら家の前まで来ていた。私は，勇気
を出して， Iとても反省しています。ごめんなさしづと言った。母は 何も言わず私を家に入
れた。数分後，父の声が開こえた。「ご飯さめちゃうよj。私は， リビングに向かい席につい
たO そして，ふとおかずを見る。好物のポトフであった。
そのポトフはいつも以上にあたたかく，おいしかった。
過ちを犯したら，素直に認める。それが互いを一番あたたかくしてくれる方法だと思う。
〈資料 f}選択した論語=③(評論型・見開あり) 題=rやさしさjはどこにあるのか
今年の三月十一日，東北地方は地震によって壊滅的な被害を受けた。それから九ヶ月が経
とうとしている。被害を受けた地域では，着々と震災復興が進められ，そこには日本全国だ
けでなく，外国からもたくさんの救いの手がさしのべられてきた。
このような， I復興支援Jのやさしさは，相手のためになることをする，という「与えるj
やさしさだ。私たちが普段， IやさしさJというとき，これを指すのではないか。しかし，論
語には「与えないJやさしさについて書かれてある。子貢が「一言にしてj;Jて身を終ふるま
で之を行ふべきものありやJと孔子に問うたところ，孔子はそれを思いやりであるとし，思
いやりのことを「己所不欲，勿施於人jと答えている。これは，自分がしてほしくないと思
うことを他人に対してしない，というやさしさだ。何かを「しないJやさしさというのはあ
まりピンとこないかもしれない。しかし，本当の「震災復興Jにはこのやさしさも不可欠な
のである。
ニュースの特集で復興支援のために東北産の野菜を使った料理を出す庖が紹介された。東
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北産の野菜を料理に使っているだけで特集が組まれるということ それは裏を返せばそれほ
ど私たちが「東北産jに敏感であるということだ。
IJ孔評被害jということばが，この一年でとても有名になった。商品に含まれる放射線の値
の'情報は，正しいものもあったのだろうが，中にはネ艮も葉もないうわさもあったに違いない。
そして伝えられたうわさを鵜呑みにしてしまったり 他の人に伝えてしまった人があるので
はないか。不安なときは，そういうことをしてしまいがちになるものだ。孔子が言うような，
「与えないjやさしさはなかなかできなし、特に，この情報化社会において，人は「情報」に
簡単に左右される。だいたい，いちいちその情報の信窓性について考えていたら，社会のス
ピードについていけなし可。しかし，本当に被災地の人々のことを考えるならば，私達は一度，
踏みとどまらなければならない。
〈資料g}選択した論語z ⑤(評論型・見開なし) 題=失敗は成功のもと
論語の一節に「過ちて改めざる，是を過ちと謂ふ」とある。これは「過ちをしたことに気
づいても改めない，これを本当の過ちというのだ」という意味だ。過ちを改善しない，これ
はつまり同じ過ちを繰り返すということになるだろう。もちろんそれは過ちである。しかし，
それだけではないだろう。過ちを改善するという行為には少なからず自分がしてしまったそ
の過ちに対する反省があるはずだ。ところがその過ちを改善しないとすれば過去の過ちに反
省していないのと向じことであろう D
もし自分の過ちに反省していなかったらどうなるだろうか。まず謝る際にも気持ちが込め
られなくなるだろう。そうすれば他人は自分に反省している心がないと思い，自分への信用
はなくなるだろう。さらにそれカf一人で、なく{可人もからの信用が無くなったとき，白う士は予見
立してしまうであろう。そうなってしまえば，もし自分が本当に反省して今までの過ちを改
善したとしても，相手からの信用を失ってしまってからでは誰にも相手にされなくなってし
まう。
つまり，孔子は自分の過ちを改善しないことで，自分を自ら孤立させてしまうことを「本
当の過ち」だと言いたいのではないか。集団生活をしている人間の中で孤立してしまえば，
人間は生きられなくなってしまう。その「本当の過ち」をしてしまわないために，自分の失
敗を改善して次へとつなげなければいけないのだと思う。だからこそ「失敗は成功のもとj
という言葉が生まれたのだ。直議成功に結びつかなくても，反省点を一つずつ改善していけ
ば，成功というものがあるのではないだろうか。
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